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･ヨーロ＼ソバ とアメリカの

地理学鼎現状の比較
渡 辺 光

醇年 の 7貝カ､ら ききいてか けて, ロ ン ドンで 廟 か れ た 工葺LLの殖 腰 蜜 会 報 虫

唐 を敵 に ヨー ロ＼ンペ各地 を盛 り, /2 月末 か あ 今､年 の 4 円初 めとか け て 三 ン

ガ ン大 挙 に赴 い た っいで に米 国 メキシ コ か 各 大 学 と鋳 ぬた. 巌 か iLヶ月 の蕗

の琵 f= リで あ J,た の で′ 両夫 直 の を界 の 弁解示 釘に つ き栄 味 が あ った .錯 簡

釦 二云 うな らは､､, 4-卑 歯 の ス ト ソク水 ル ム 命 革 の麻 に くらべ て′ ヨ ーロ ッパ

の粛 しい磨頭 と米 国の 膚 癖が 麻 に 湊寓 を･轟 いた-.

ヨ ーロ ､ソバ で 塩生ヒして イギ リス ･ドイツ を毒盤 っ′たJ 各 大著 とレ て も新 党

永常 共に 葬 と地 歴 を基 塞 ヒレ , 囲土 か らせ 束 に ,Rur, ま た 自薦 ･人 文 ･通 園

挙兵判読尊 の 鎗 外 野 ･兼 蹄 胎首 蘭 に 引 ､て バ､ラ> ス 吟 と元 た鼓 動が 鹿 的 って

いた. よ t=30才よ り老 いと 思 わ れ る頭 事 C)峯カが 高 く.家 を 嚢 内 L/て くれ

を人 はビ0)大 草 で も, 顔 然 ･巌 卦 ･八 東 ･正 史 地密 の 身や 商 に 香 る 轟贋 を席

ち .別れに 賓 んで 中 心 テ ーマ 乃至 共 成 の 中 心 の地 方 を 麻 くまで 蛙 , 河が凍 覇

で ある か わか らぬ 賓 で あ J?+- .凍 石 に穿底 地 選 の溌 泉 で あ ,1.7>東ル ト 中ソダー

リヒ ト水 -7A>,へ､ソトヰ 一審 を出 した 土夕也廟 だ､叶の1;ニ′と･捻 あ ,'た ｡

ア メ リ カ の 地 理 聾界 は /ヂ&0卑 の ス トング'わ レム の禽 艶 ¢目線 には. 艶 尊 に よ為
銀 麿 が なか ゥk 宜 し＼わ ヨ-ロ ッ 尺 に 化 して-鋭 ヒ 滞 鹿 の ように吸 えたh しか

しロ ン ドン倉 巌 の路 に は 4L各 面 の 渡渉 の藤 が あ ま リ藤 め られ な し､よ うで あ ,?

たぽ か りで な く, 種 ヒな く療 彩 を吹 くよ か こ.盈琴 け られプ工 如 司顔 に息 が ア

メ リ透 に亙 って′ 息 姫 の地 濠 琴叡 慶一を勃 ね た蹄 に も同線 の 印 象 を 受 けた｡ こ

こで 乾 す'薄 い た こ とは, 大草 の地 建 嘗泉 蛍 かト人 異 ･鹿 執 ･周 変身 等 の鹿で･日

永 は勿線 の こ と. ヨ-Clッノヾ を i凍 零 してし＼る こ と増 資 都 と し て. 大 挙の 浄

友姥 の地形 野 す ら磯 え て いな い と こ_ちか一争い とし､う ことで あ っ た. ま た琴禽-

の濁 珠 も施 め て巌 金.人 考 に粛 して い て ′例 え ば･̀ミシオン 大尊 の如 き は //A

の ヌ弟､jフの 車で 白鷹 光 輝 綜 氷 河 等の華 門 豪が通 解 と和 乾 とも蘇 ぬ て 敵 え てい

息漉 趣 で､働 為, レか レ葛 束 の 大 学 よ りば 少 しよい 泉は ′ 物見血 を終 るまで

は, 包番 人東 に あ まり威 す為 こ とな く教 帝 を尊 再 て い奄 こ とで あ る,

この よ う な句番 地 礎 盤魔 の親 潮 恵約 40年 覇 に 泉国 の 地 建 尊顔 象 が 柏 っ㌧､

-l-



で嶺還 され た際 に適確 ･範脹選 の塞救部 門 を華 牽 嘗顔嵐 に層 い て東T=ことに

よ る ことが 大 き い. た 浸､冬日 65.如来上の地 産 写泰 は 各 琴一部 か 動 地 九 の

常 置で は地 形 毎′範 横臥 漉演 算淳 C?'&麿素 餐 字号 けて いるか hJそ れ らの

入口の地 理 汝確 固た るi 地哀感 藤 の上 だ廉か 組 む ＼る.. しふ し頗孝 が 引選 考

汝 それ に近 い武藤 にな った 令盲目ニあ J9て 9 , 減 算 に つぐ鼻 ノ令膚 の中 か らぼ′宙

番 地渡の 寮番 の屠 蘇が 験 して′ 脂 審 牡の塵かgf線 鮭肴の着 虫 ゲ見 られず二 こ

れ がこ政 孝 の停 滞 の立 野 をなす もあのよ ろで あや. 日東 の大草の.軋 埋教賓 の 内

森 を鼻 え る虜∵合 に, 他 山の,61*上 の激動が 食 まれて し､る と底 する,

自動 車運 転の効用

蜜鬼 子 とい う 一人の入府 女鹿展 に腰 17て′商 銀塵 の リア シー トに､1､んそlリ

か える･童顔朝案 グラス, お買物 や PTAの 金谷 に足代 りに凍 りま わす虜 凍旗′

ET肝1*外 は東泉 に しま ･'て お く レジャ.一旗が , また=オーナー ドライバ｣ の大

きな 凱各 を Lty)る腹水で はJ ビLな 大泉 息 令が ある にせ よすべて 白ナ ンバ ー

の選克て有 は新鹿 a:田 で見 られ , 高 い就金 を息 わ され 絶 えず､蕗轟 交々の息腹

にふ け らざる をえ な いこ とt=む ･,てい る｡ しか しそのよ うな 過渡鞠の水 盤 ぼ′

覇もな く1終 I)を督 H:lるた'､ろう. 好 む と管 とに か かわ らす､高象 蜜 瀞酪吠はや っ

て くる し, いずれ 国 民 瞥 ドラ 1ノぐ- の麻勅 こなる に塵 いな い｡ /0年 頗 l=ば

5oOO km,.の高速 要 路水産 威 され る という. その 頃 に 50才 の 中卑 l=して

おダ+Iす1t オーナ ーの碑 何 人 リす るのぼ いか にも さえな い49で, 各年 の阜 頭

か ら とにかく くる ま をノ快 い1,iLrめてみ た.

頗 ってみ て窓 外の到慶廟 的新 府 にお どら卓 こんな ことな らg卑 前ド/W死Jの

細密賓 塚 を 〔て くe)ヨを買 うべ O -ごった と極 んで し､為｡ ど の萄 叡尊 *-カ -

の垂底で L+Jく, 唐適の盈碑 の凍土 でノ 公番負 な最のFT賂 とりで, エ ン主､L,


